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ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
株
式
会
社

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
福
島

「
デ
ー
タ
駆
動
型
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」

実
現
に
向
け
た
震
災
復
興
の
取
り
組
み

地
域
や
行
政
と
連
携
し
て
進
め
て
き

ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
実
現
へ
の

取
り
組
み
を
実
施

「
会
津
若
松
＋
（
プ
ラ
ス
）」
は
市

民
か
ら
提
供
さ
れ
る
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
行
政
や
企
業
が
よ
り
パ
ー
ソ
ナ

ラ
イ
ズ
し
た
情
報
を
届
け
る
市
民

ポ
ー
タ
ル
。
Ｉ
Ｄ
登
録
数
は
１
２
，

０
０
０
世
帯
、
利
用
者
は
19
万
人
に

の
ぼ
り
ま
す
。
特
に
利
活
用
の
多
い

子
育
て
層
に
は
、
家
庭
と
学
校
を
つ

な
ぐ
ア
プ
リ
「
あ
い
づ
っ
こ
プ
ラ

ス
」
を
リ
リ
ー
ス
。
継
続
的
な
広
報

活
動
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

シ
フ
ト
に
加
え
、
実
際
に
操
作
や
利

便
性
を
体
感
し
た
上
で
認
知
が
広
ま

り
、
誰
で
も
使
い
や
す
い
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
の
追
求
な
ど
も
、
市
民
を

巻
き
込
む
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
企

業
や
行
政
が
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
利

活
用
す
る
際
に
は
、
本
人
の
同
意
を

得
な
が
ら
行
う
「
オ
プ
ト
イ
ン
」
を

取
り
組
み
当
初
か
ら
徹
底
。
市
民
理

解
へ
と
浸
透
し
て
い
ま
す
。

ま
た
国
内
外
の
最
先
端
企
業
や
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
46
社
が
入
居
す
る

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
Ａ
ｉ
Ｃ
Ｔ
（
ア

イ
ク
ト
）」
で
は
、
食
農
、
観
光
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な

ど
14
領
域
に
お
い
て
、
関
心
の
あ
る

企
業
同
士
が
連
携
し
て
、
各
業
界
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
Ｄ
Ｘ
化
、
効
率
化

の
実
証
事
業
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
。
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
は
各
領
域
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
支
援
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
設
計
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
の
実
現
を
描
い

て
い
ま
す
。

会
津
モ
デ
ル
を
全
国
に

展
開
す
る
こ
と
を
検
討

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

や
都
市
Ｏ
Ｓ
の
活
用
で
市
民
の
利
便

性
を
向
上
し
、
企
業
や
行
政
を
含
め

地
域
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く

会
津
若
松
市
の
取
り
組
み
は
、「
会

津
モ
デ
ル
」
と
し
て
全
国
的
に
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア

は
こ
の
会
津
モ
デ
ル
を
ベ
ー
ス
に
、

今
後
、
他
の
地
域
へ
の
横
展
開
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
10
年
以
上
、

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
進
め
る
中

で
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
実
現
に
は
デ

ジ
タ
ル
だ
け
で
な
く
地
域
に
愛
着
を

持
っ
た
熱
意
の
あ
る
「
人
」
の
存
在

や
、「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対

話
が
重
要
」
な
ど
の
気
付
き
も
あ
り

ま
し
た
。
培
わ
れ
た
知
見
を
も
と
に
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
全
国
へ
と
進
め
て
い

き
ま
す
。

「
三
方
よ
し
」
を
理
念
に

会
津
若
松
市
で
10
年
以
上

ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
は
２
０
１
１
年

の
東
日
本
大
震
災
以
後
、
10
年
以
上

に
わ
た
り
、
会
津
若
松
市
の
「
デ
ー

タ
駆
動
型
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
の
推

進
を
支
援
。
福
島
へ
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
開
設
を
皮
切
り
に

「
三
方
よ
し
（
市
民
に
よ
し
、
地
域

に
よ
し
、
企
業
に
よ
し
）」
の
理
念

の
元
、「
都
市
Ｏ
Ｓ
」
の
導
入
支
援

や
市
民
向
け
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「
会
津
若
松
＋
（
プ
ラ
ス
）」、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
オ
フ
ィ
ス
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

Ａ
ｉ
Ｃ
Ｔ
（
ア
イ
ク
ト
）」
な
ど
の
、

デ
ー
タ
を
起
点
と
し
た
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
取
り
組
み
を
、

データを起点にした持続可能なまちづくりを支援

会津モデルを全国に

ＤＸで会津を復興させ
スマートシティの道へ 受

賞
者

受
賞
件
名

企業の経営コンサルティングや、業務コンサ
ルティングを行う同社。世界各地に拠点を持
つ。そのひとつが「イノベーションセンター
福島」。雇用や少子高齢化、医療、地域産業
にあるあらゆる課題を地域でＤＸの力で解決
していこうとする取り組みを行う。「会津若松
モデル」として全国から注目が集まっている。

アクセンチュア
株式会社とは

商　　号：アクセンチュア株式会社
設　　立：1962年 6月
従業員数：約18000名
事業内容： 世界各地に拠点を持ち、「ストラテジー & コ

ンサルティング」「インタラクティブ」「テク
ノロジー」「オペレーションズ」の 4領域で
幅広いサービスとソリューションを提供。

会社概要

アクセンチュア株式会社
イノベーションセンター福島
〒965-0872
福島県会津若松市1-77 会津若松市 ICTオフィスビル
（スマートシティAiCT）
TEL：0242-27-5713（代表）
e-mail：Info.Tokyo@accenture.com
URL： https://www.accenture.com/jp-ja/about/

accenture-innovation-center-fukushima

お問い合わせ先

地域主導で進める
まちづくりを実現

市民主導で進む
スマートシティ化

ＤＸ人材育成も活発。
地域の魅力も発信

受賞のポイント

1
POINT

2
POINT

3
POINT

株式会社アクセンチュア

●  企業、地域、住民が進める
　「データ駆動型スマートシティ」を形に
●地域活性化につながる「地域経営モデル」の実現

受賞理由

担
当
者

工
藤
祐
太
氏施設の外観

スマートシティによる地域イノベーション全体像

地元の小学校に対するスマートシティ関連の出前授業

2829




